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2なかしゅんべつ　2022（令和４）年７月号

中
春
別
農
業
協
同
組
合 

通
常
総
会

「
時
代
に
即
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
」に
向
け
て

　

総
会
に
先
立
ち
、
優
良
組
合
員
表
彰
者
、

乳
質
改
善
・
良
質
乳
生
産
組
合
員
表
彰
者
、

経
営
移
譲
感
謝
状
授
与
者
、
永
年
勤
続
職
員

表
彰
者
が
紹
介
さ
れ
、
望
月
組
合
長
か
ら
表

彰
状
・
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
の
後
、

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。（
別
記
参
照
）

　

総
会
成
立
に
つ
い
て
は
、
正
組
合
員
数

２
５
０
人
中
、

本
人
出
席
数

39
人
、
代
理

人
出
席
２

人
、
書
面
決

議
１
８
７
人
、

計
２
２
８
人

　
第
48
回
中
春
別
農
業
協
同
組
合
通
常
総
会
が
６
月
３

日
㈮
、
農
業
者
団
地
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

が
参
加
さ
れ
、
議
長
に
は
中
春
別
地
区
藤
原

寛
史
氏
、
平
井
優
一
氏
が
指
名
さ
れ
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
「
事
務
所
建
設
積
立
金
（
定

款
第
62
条
に
定
め
る
目
的
積
立
金
）
の
設

定
に
つ
い
て
」、
議
案
第
２
号
「
令
和
３
年

度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注
記
表
の
承
認
に

つ
い
て
」、
議
案
第
３
号
「
令
和
４
年
度
事

業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
議
案
第
４
号

「
地
域
農
業
振
興
計
画
並
び
に
第
12
次
中
期

経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」、
議
案
第
５

号
「
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い

て
」、
議
案
第
６
号
「
定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
」、
議
案
第
７
号
「
信
用
事
業
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、議
案
第
８
号
「
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
」、
議
案
第
９
号
「
役

員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て
」、
議
案
第
10
号

「
退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の

支
給
に
つ
い
て
」、
以
上
第
１
号
か
ら
第
10

号
、
ま
た
、
報
告
事
項
１
「
労
働
保
険
事
務

組
合
の
令
和
３
年
度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報

告
に
つ
い
て
」、
報
告
事
項
２
「
労
働
保
険

事
務
組
合
事
務
処
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」、
報
告
事
項
３
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本

方
針
の
変
更
に
つ
い
て
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大

山
専
務
よ
り
説
明
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
、原
内
副
組
合
長
よ
り「
本

総
会
で
決
定
い
た
だ
い
た
地
域
農
業
振
興
計

画
並
び
に
第
12
次
中
期
経
営
計
画
の
確
実
な

実
践
を
目
指
し
、
組
合
員
の
皆
様
と
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
、
酪
農
業
界
は
飼
料
・
資
材
の
高
騰
、

個
体
価
格
の
下
落
、
そ
し
て
肥
料
価
格
の
大

幅
な
値
上
げ
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

農
業
協
同
組
合
の
力
が
活
か
さ
れ
る
時
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
幾
度
と

な
く
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
き
て
今
が
あ
り

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
お
力
を
農
協
に
結

集
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り

き
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

第
48
回

西川会長原内副組合長

議長 平井優一氏（左）、藤原寛史氏（右）

望月組合長

議案を説明する大山専務監査報告をする荒代表監事
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〇
優
良
組
合
員
表
彰
者

　
柿
　
本
　
鶴
　
雄
（
中
春
別
地
区
）

　
富
　
永
　
松
太
郎
（
中
春
別
地
区
）

〇�

乳
質
改
善
・
良
質
乳
生
産
組
合
員
表

彰
者

　
井
　
上
　
哲
　
孝
（
豊
原
地
区
）

　
広
　
沼
　
力
　
也
（
豊
原
地
区
）

　
細
　
川
　
優
　
作
（
豊
原
地
区
）

　
花
　
岡
　
芳
　
征
（
豊
原
地
区
）

　
橋
　
本
　
嘉
　
篤
（
豊
原
地
区
）

　
平
　
林
　
直
　
文
（
中
春
別
地
区
）

〇
経
営
移
譲
感
謝
状
授
与
者

　
久
　
保
　
義
　
則
（
豊
原
地
区
）

　
小
　
野
　
榮
　
一
（
中
春
別
地
区
）

〇
永
年
勤
続
職
員
表
彰
者

　
大
　
内
　
　
　
毅
（
勤
続
20
年
）

　
小
田
島
　
雅
　
信
（
勤
続
20
年
）

令
和
４
年
度
表
彰
者

乳質改善・良質乳生産組合員表彰を受ける細川優作さん

総会の様子

乳質改善・良質乳生産組合員表彰を受ける井上哲孝さん

乳質改善・良質乳生産組合員表彰を受ける花岡芳征さん

乳質改善・良質乳生産組合員表彰を受ける広沼力也さん

優良組合員表彰を受ける柿本鶴雄さん
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本
来
で
あ
れ
ば
本
総
会
に
、
行
政
、
並

び
に
系
統
連
合
会
を
含
め
、
各
関
係
機
関

の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
す
る
と
こ
ろ
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
ご
臨
席
を

ご
遠
慮
い
た
だ
い
た
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
こ
と
を
ご
理
解
賜
り
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

昨
年
、
一
昨
年
と
書
面
議
決
を
優
先
し
た

中
で
の
開
催
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
本
日

は
本
人
出
席
の
も
と
本
総
会
が
開
催
出
来

ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
国
内
外
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
世
界

的
ま
ん
延
か
ら
３
年
目
に
入
り
ま
し
て
、

い
ま
だ
に
収
束
の
目
途
が
立
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
の
間
、
世
界
の
生
活
様
式
は
一

変
し
、
人
流
の
停
滞
を
招
き
、
観
光
業
を

は
じ
め
と
す
る
国
内
の
産
業
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は

酪
農
家
に
お
い
て
も
顕
著
と
な
り
、
イ
ン

た
め
、
ホ
ク
レ
ン
・
乳
業
メ
ー
カ
ー
を
は

じ
め
と
し
た
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
酪
農
畜
産
政
策
価
格
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
加
工
原
料
乳
補
給
金
と

集
送
乳
調
整
金
単
価
、
ま
た
、
交
付
対
象

数
量
な
ら
び
に
予
算
総
額
も
前
年
度
据
置

と
な
り
、
用
途
別
価
格
も
全
用
途
据
置
と

な
り
ま
し
た
が
、
需
給
動
向
は
不
透
明
な

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は

乳
製
品
在
庫
削
減
対
策
と
し
て
、
乳
業

メ
ー
カ
ー
と
生
産
者
に
も
拠
出
金
を
求

め
る
特
別
対
策
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

プ
ー
ル
乳
価
は
前
年
度
並
み
に
２
円
程
度

引
き
下
げ
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
諸
対
策
も
引
き
続
き
予
算
措
置
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
際
貿
易
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
協
定
が
発
効
さ
れ
、

食
肉
を
は
じ
め
と
し
た
段
階
的
な
関
税
の

バ
ウ
ン
ド
や
学
乳
の
需
要
低
下
を
要
因

と
し
、
生
乳
需
給
の
大
幅
な
緩
和
を
受
け
、

飲
用
乳
需
要
の
回
復
が
見
通
せ
な
い
こ
と

や
、
乳
製
品
在
庫
が
過
去
最
高
に
な
っ
て

お
り
、
処
理
不
可
能
乳
の
発
生
が
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
北
海
道
で
は
生
産
抑
制
の

取
り
組
み
を
行
い
、
令
和
４
年
度
生
乳
生

産
目
標
数
量
に
お
い
て
は
、
前
年
度
目
標

数
量
の
１
０
０
％
に
新
規
就
農
・
規
模
拡

大
枠
１
％
を
加
え
た
１
０
１
％
に
設
定
し
、

目
標
達
成
に
向
け
全
道
・
Ｊ
Ａ
・
生
産
者

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
北
海
道
酪
農
・
畜
産
対
策
本
部
委
員
会

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
経
緯
で
ご
ざ
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
生
産
基
盤
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
出
来
る
限
り
の
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
ま
し

て
組
合
員
の
皆
様
に
対
し
、
ご
理
解
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
ま
た
、
処
理
不
可
能
乳
の
発
生
回
避
の

望
月
組
合
長
よ
り
総
会
の
挨
拶

生
乳
出
荷
量
12
万
９
，９
８
７
トン
、

前
年
比
１
０
２
．６
％
の
実
績
と
な
り

過
去
最
高
の
販
売
量

引
下
げ
が
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
今
後
、
国

内
農
畜
産
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
一
層
注

視
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
４
ヵ
月
を

経
過
し
て
も
解
決
の
様
相
を
見
せ
ず
混
沌

と
し
た
状
況
が
続
い
て
お
り
、
原
油
価
格

の
上
昇
や
海
上
輸
送
な
ど
の
物
流
の
混
乱

を
招
き
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政

策
転
換
を
発
端
と
し
た
円
安
の
影
響
は
、

酪
農
・
畜
産
経
営
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
肥
料
、
配
合
飼
料
、
燃
料
を
は

じ
め
と
し
た
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に
つ

な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
Ｊ
Ａ
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
生
乳
需
給
対
策
や
生
産
資
材
価
格

対
策
な
ど
の
酪
農
経
営
安
定
に
向
け
、
予

算
措
置
の
充
実
を
国
に
強
く
要
請
を
求
め

て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
令
和
３
年
度
の
Ｊ
Ａ
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
生
乳
出
荷
乳
量
は

１
２
９
，
９
８
７
ト
ン
、
前
年
比
１
０
２
．
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６
％
の
実
績
と
な
り
過
去
最
高
の
販
売
量

と
な
り
、
生
乳
・
個
体
販
売
を
合
わ
せ
た

総
販
売
額
は
、
１
６
８
億
85
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
搾
乳
戸
数
の
減
少
や
、
個
体
販
売
価
格

の
下
落
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
の
中
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
が
一

丸
と
な
っ
て
、
生
乳
生
産
に
取
り
組
ま
れ

た
日
々
の
ご
努
力
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
会
社
３
社
に
お
き
ま
し
て
は
、

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
計
画
通
り
の

利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

組
合
員
皆
様
の
日
頃
の
利
用
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
組
合
員
経
営

補
完
機
能
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く

事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
の
も
と
、
剰
余
金
処

分
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど
議
案
の

中
で
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
が
、
出
資
配

当
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
計
画
し

た
事
業
の
一
部
中
止
・
縮
小
に
よ
り
ま
す

費
用
の
減
少
に
よ
り
、
当
初
計
画
以
上
の

剰
余
金
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
事
業

分
量
配
当
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
将
来
の
新
事
務
所
建
設
へ
の

財
源
確
保
と
し
て
、
事
務
所
建
設
積
立
金

の
新
規
設
定
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
現
有

の
事
務
所
は
建
設
か
ら
50
年
を
む
か
え
老

朽
化
し
て
お
り
ま
す
。
職
場
環
境
の
改
善

を
行
い
、
継
続
的
な
事
業
運
営
を
目
的
と

し
、
具
体
化
に
向
け
中
期
的
に
取
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
へ
の
特

定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
外
的
要
因
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
先
人
た
ち
の
汗
と
努
力
の
結
晶
で
あ

る
中
春
別
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
当
地

域
の
特
色
あ
る
草
地
型
酪
農
の
充
実
に
向

け
て
、
良
質
粗
飼
料
生
産
支
援
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
る
担
い
手
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
か

し
ゅ
ん
べ
つ
未
来
牧
場
や
各
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
、
多
面
的
支
援
を
行
う
こ

と
に
よ
り
人
材
の
育
成
確
保
に
向
け
て
努

め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
新
規
就
農

の
方
法
に
つ
い
て
も
多
様
な
形
式
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
海
道
東
部
で
の
大
地
震
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
断
水
時
の
対
応
に
つ
い
て
も

関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
進
め
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
組
合
員
に
お
か
れ
ま

し
て
も
万
が
一
に
備
え
、
貯
水
タ
ン
ク
等

の
導
入
を
検
討
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
は
、
低
金

利
政
策
が
続
き
信
用
事
業
収
入
が
減
少
す

る
中
、
政
府
は
昨
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
の
内
容
等

を
ふ
ま
え
、
令
和
４
年
１
月
よ
り
総
合
農

協
向
け
の
監
督
指
針
が
適
用
と
な
り
、
改

正
早
期
警
戒
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
全
体
の
収
益
性
・

健
全
性
に
つ
い
て
は
行
政
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
農
協
不
祥
事
等
も
継
続

し
て
発
生
し
て
お
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

段
な
る
ご
理
解
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
総
会
に
向
け
ま
し
て
、
各

農
事
組
合
長
を
中
心
に
、
組
合
員
皆
様
の

多
大
な
る
ご
理
解
を
頂
き
、
ま
た
、
特
に

役
員
改
選
期
と
い
う
こ
と
で
、
推
薦
委

員
・
協
力
委
員
の
方
々
に
は
、
大
変
な
ご

苦
労
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
、

こ
う
し
て
議
案
の
提
出
が
出
来
ま
す
こ
と

を
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
地
域
農
業
振

興
計
画
は
「
未
来
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動

の
実
践
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
目
標
年
度
を

令
和
３
年
度
と
し
、
第
11
次
中
期
経
営
計

画
と
合
わ
せ
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
中
春
別
地
域
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
と
連
携
し
、
生
産
施
設
・
機
械
導
入

支
援
を
進
め
、
生
産
基
盤
の
充
実
を
図
り
、

乳
量
増
産
に
む
け
た
成
果
を
上
げ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

な
か
し
ゅ
ん
べ
つ
未
来
牧
場
に
お
い
て
積

極
的
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
研
修
機
能

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、

令
和
５
年
度
に
２
組
の
就
農
を
目
指
し
、

鋭
意
研
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
本
総
会
で
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

新
た
な
る
地
域
農
業
振
興
計
画
な
ら
び
に

第
12
次
中
期
経
営
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

組
合
員
意
向
調
査
を
実
施
し
、
地
区
別
懇

談
会
、
青
年
部
、
女
性
部
の
ご
意
見
を
頂

戴
し
、「
時
代
に
即
し
た
活
力
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
策

　
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
の
資
質
向
上
を

図
り
、
Ｊ
Ａ
の
収
支
お
よ
び
財
務
の
健
全

を
保
ち
な
が
ら
、
各
種
支
援
対
策
を
実
施

し
、
組
合
員
の
基
盤
強
化
を
図
り
所
得
向

上
に
寄
与
す
べ
く
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
地
域
農
業
振
興
計
画
な
ら
び
に
中
期

経
営
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
運
営
を
取
り

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
第
30
回
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
」
の
基
本
目
標
と
し
て
、「
Ｊ

Ａ
運
営
の
好
循
環
に
向
け
て
対
話
の
成
果

を
実
践
」、「
Ｊ
Ａ
運
営
の
好
循
環
を
支
え

る
基
盤
の
強
化
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
厳
し
い
情
勢
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
皆
様
の
願
い
や
不
安

の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
、
組
合
員
と
の
対
話
を
充
実
さ
せ
、
組

合
員
の
意
思
を
役
職
員
と
共
有
し
、
対
話

の
成
果
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
協

同
組
合
の
原
点
に
戻
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
組
合
員
の
経
営
基

盤
強
化
や
所
得
向
上
、
さ
ら
に
は
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
振
興
に
つ
な
が
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
組
合
員
皆
様
の
Ｊ
Ａ

へ
の
結
集
と
Ｊ
Ａ
利
用
を
改
め
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
行
政
を
始
め
系
統

連
合
会
並
び
に
各
関
係
機
関
に
対
し
ま
し

て
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
本
総

会
開
会
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
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計
画
を
着
実
に
進
め
る

地
域
を
守
る
た
め
、

意
見
や
要
望
に
耳
を
傾
け
る

一
日
で
も
早
く
業
務
に
慣
れ
、

努
力
す
る

　
一
番
牧
草
収
穫
期
の
中
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
に
選

任
さ
れ
、
理
事
会
に
て
常
務
理
事
（
信
用
事
業
担

当
）
の
大
任
を
拝
し
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
が
、
組
合
長
を
中
心
に
役
職
員
共
々

職
務
の
遂
行
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
総
会
に
て
本
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る

地
域
農
業
振
興
計
画
「
時
代
に
即
し
た
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
」
並
び
に
第
12
次
中
期
経
営
計
画
の

ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
農
作
業
事
故
に
は
十
分

留
意
さ
れ
、
ご
家
族
と
も
に
ご
隆
盛
さ
れ
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
第
48
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
中
春

別
農
協
理
事
と
な
り
ま
し
た
上
田
で
す
。
若
輩
者
が

こ
の
様
な
重
責
を
担
う
の
は
、
と
て
も
不
安
で
は
あ

り
ま
す
が
諸
先
輩
方
の
背
を
見
、
中
春
別
農
協
そ
し

て
、
我
が
地
域
酪
農
の
活
性
化
の
為
に
微
力
な
が
ら

動
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
世
界
的
な
コ
ロ

ナ
を
要
因
と
し
た
需
給
緩
和
に
よ
る
脱
粉
・
業
務
用

バ
タ
ー
な
ど
在
庫
の
積
み
増
し
に
と
も
な
い
生
産
抑

制
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
更
な
る
飼
料
・
燃
料
・
生

産
資
材
高
騰
、
こ
こ
に
き
て
肥
料
の
大
幅
値
上
げ
と

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
個
人
の
頑
張
り
と
努
力
だ
け
で
は
経
営
は
守
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
農
家
戸
数
が
減
る
こ
と
な
く
生
き
生
き
と

し
た
地
域
を
守
る
た
め
、
皆
様
の
意
見
や
要
望
に
、

よ
り
耳
を
傾
け
意
欲
的
に
生
産
活
動
が
行
え
る
よ
う

皆
様
と
知
識
を
出
し
合
い
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
た
め

多
々
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
精
一
杯
、
皆
様
の
笑
顔
の
為
に
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
の
度
６
月
３
日
開
催
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、

監
事
に
ご
承
認
い
た
だ
き
就
任
に
当
た
り
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
し
た
ば
か
り
で
不
安
と
緊
張
の
中
に
あ
り
、

初
年
度
は
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
、
先
輩
役
員
、
職
員
に
ご

指
導
賜
り
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
く
職
務
に
慣
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様

よ
ろ
し
く
申
上
げ
、
就
任
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

真
　
部
　
朝
　
志

上
　
田
　
泰
　
治

兼
　
松
　
真
　
武

中
春
別
農
業
協
同
組
合

常
務
理
事

中
春
別
農
業
協
同
組
合

理
　
事

中
春
別
農
業
協
同
組
合

監
　
事

のごあいさつ任就
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常
務
理
事
退
任
に
あ
た
っ
て

３
期
９
年
を
振
り
返
っ
て

長
い
間
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
第
48
回
通
常
総
会
を

も
っ
て
常
務
理
事
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
退
任
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
第
48
回
通
常
総
会
を
持
っ
て
役
員
を
退

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
３
期
９
年
と
永
き
に

渉
り
支
え
て
頂
い
た
組
合
員
並
び
に
農
協
職
員
の
皆

様
に
は
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
９
年
前
を
振
り
返
る
と
、
役
員
選
考
委
員
の
方
々

に
は
幾
度
と
な
く
足
を
運
ん
で
頂
き
決
断
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
農
協
改
革
等
、

様
々
な
集
会
に
も
参
加
・
出
席
す
る
こ
と
と
な
り
、

役
席
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
地
域
の
お
祭
り
事
、
集
ま
り
事
に
招
待
頂

き
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
こ
の
９
年
、
農
協
周
辺
の
整
備
も
進
み
ス
タ
ン
ド

の
新
設
等
、
役
職
員
一
同
、
立
ち
会
え
た
こ
と
を
今

で
も
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
対
策
・
新
規
就
農
者
対
策
の
一
環

と
し
て
研
修
牧
場
の
設
立
に
向
け
て
様
々
な
課
題
を

協
議
、
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
に
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
経
験
を
返
り
見
る
と
当
組
合
は
常
に

組
合
員
と
共
に
前
に
向
か
っ
て
話
し
合
い
、
時
に
は

過
去
も
振
り
返
り
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
進
し
て
き
た

の
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
対
話
を
大
切
に
、
そ
し
て
情
報
発
信

と
共
有
を
基
に
、
よ
り
良
い
組
織
又
、
よ
り
良
い
地

域
作
り
の
核
で
あ
り
ま
す
事
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
組
合
員
の
皆
様
、
農
協
職
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
致
し
ま
し
て

退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
第
48
回
通
常
総
会
の
終
了
を
も
ち
ま
し

て
４
期
12
年
の
監
事
の
役
を
退
任
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
長
い
間
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
任
期
中
に
は
東
北
大
震
災
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

問
題
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
蔓
延
な

ど
を
経
験
し
、
特
に
自
然
の
猛
威
に
は
驚
く
ば
か
り

で
し
た
。

　
普
段
か
ら
自
然
災
害
に
対
し
て
、
心
構
え
の
必
要

性
を
感
じ
た
事
柄
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
り
農
協
事
業
や
地

域
行
事
の
中
止
な
ど
に
よ
り
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
間
の
交
流
の
機
会
も
制
限
さ
れ

閉
塞
感
が
地
域
を
覆
う
約
３
年
間
で
し
た
。

　
配
合
飼
料
や
肥
料
を
は
じ
め
と
す
る
資
材
の
高
騰

な
ど
世
界
的
な
影
響
を
受
け
て
、
個
人
の
力
で
は
解

決
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
農
協
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
の
力
を
結
集
し
て
乗
り
越
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
暗
い
話
し
ば
か
り
で
す
が
、
酪
農
バ
ブ
ル
も
経
験

し
農
協
を
は
じ
め
組
合
員
の
財
務
状
況
も
好
転
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
し
、
こ
の
12
年
の
間
に
は
、
組

合
員
の
世
代
交
代
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
や
農
協
の
今
後
の
安
定
的
な
発
展
の
た
め
、

後
継
者
に
限
ら
ず
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
建
設
的
な
意
見
を
発
言
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
大
変
簡
単
で
す
が
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

登
　
　
　
義
　
直

遠
　
藤
　
　
　
均

荒
　
　
　
青
　
史

中
春
別
農
業
協
同
組
合

元
常
務
理
事

中
春
別
農
業
協
同
組
合

元
理
事

中
春
別
農
業
協
同
組
合

元
代
表
監
事

のごあいさつ任退
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中
春
別
サ
ブ
集
落
で

は
、
６
月
９
日
㈭
に
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
来
賓
の
望
月
組
合
長

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
「
令
和
３
年
度
事
業
報
告

並
び
に
交
付
金
決
算
に
つ
い
て
」、
議
案

第
２
号「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
書（
案
）

並
び
に
交
付
金
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、

議
案
第
３
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」

以
上
議
案
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
全
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
５
期
中
山
間
事
業
も
本
年
度
よ
り
３

年
目
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
、

交
付
金
の
減
少
や
共
同
取
組
活
動
の
制
限

な
ど
、
事
業
内
容
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
中
々
受
け
入
れ
難
い
状
況

集
落
長　

原
　
内
　
　
　
修（
新
）

副
集
落
長　

佐
　
藤
　
孝
　
徳（
新
）

副
集
落
長　

大
　
堀
　
　
　
壯（
新
）

会　
　
計　

浦
　
山
　
武
　
志（
新
）

監　
　
事　

佐
　
藤
　
恭
　
平（
新
）

監　
　
事　

藤
　
倉
　
香
津
靖（
新
）

幹　
　
事　

片
　
野
　
大
　
介（
再
）

幹　
　
事　

上
　
田
　
泰
　
治（
新
）

幹　
　
事　

本
　
田
　
　
　
剛（
新
）

中春別サブ集落総会
令和３年度

通
常
総
会

中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会

第47回

　
開
会
に
あ
た
り
山
崎
会
長
よ
り
「
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
、
こ
う
し
て
３
年
ぶ
り

に
会
員
皆
様
を
招
集
し
た
形
で
総
会
を

開
催
で
き
た
。
現
状
の
厳
し
い
酪
農
情

勢
を
踏
ま
え
、
生
産
者
酪
対
と
し
て
、

現
場
の
声
を
中
央
要
請
等
で
積
極
的
に

伝
え
な
が
ら
運
動
展
開
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶

が
あ
り
、
引
き
続
き
、
農
協
を
代
表
し

て
望
月
組
合
長
よ
り
酪
農
情
勢
な
ど
を

交
え
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
議
事
へ
と

移
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
中
春
別
地
区
の
藤
倉
香
津

靖
氏
が
選
出
さ
れ
、
議
案
第
１
号
か
ら

第
５
号
ま
で
全
議
案
可
決
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
新
役
員
構
成
は
次
の

通
り
で
す
。

会　
　
長　

山
　
崎
　
浩
　
二（
再
）

副
会
長　

牧
　
野
　
修
　
二（
新
）

副
会
長　

浮
　
川
　
　
　
優（
再
）

副
会
長　

平
　
井
　
優
　
一（
再
）

会　
　
計　

林
　
　
　
恒
　
雄（
新
）

監　
　
事　

花
　
岡
　
芳
　
征（
新
）

監　
　
事　

五
十
嵐
　
厚
　
彦（
再
）

監　
　
事　

久
　
慈
　
真
　
咲（
再
）

　
本
年
度
も
昨
年
度
同
様
、
会
員
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
６
月
９
日
㈭
中
春
別
酪
農
対
策
協
議
会

（
山
崎
浩
二
会
長
）
で
は
、
農
業
者
団
地

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
農
協
よ
り
望
月
組
合

長
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
第
47
回
通
常
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
事
業
の

継
続
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
担
い

手
育
成
強
化
な
ど
、
農
業
農
村
の
も
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
発
揮
を
図
り
協
定
者
の

皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
４
度
役
員
は
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。



9 なかしゅんべつ　2022（令和４）年７月号

Ｊ
Ａ

中
春

別
　

組
織

機
構

図
と

職
員

配
置

図

室
1

部
5

課
10

係
13

事
業

所
1介

護

区
　

分
 男

 女
 計

正
職

員
28

20
48

準
職

員
14

11
25

合
　
計

42
31

73

機
構
構
成

職
員
構
成

令
和
４
年
７
月
１
日
現
在

昇
格
・
異
動

係橋
本

　
　

葵
管

理
係

 係
長

小
田

島
聖

子

融
資

審
査

課
 課

長
塩

沢
奈

緒
美

融資審査係 係長（兼）
塩

沢
奈

緒
美

準
職

員（
兼

）
成

田
　

幸
治

管
理

課
 課

長
塩

崎
　

純
也

総
務

部
 部

長
山

形
　

則
和

調
査

役
前

川
　

元
美

係橋
本

　
圭

司
係竹

田
　

昌
矢

係原
内

　
　

星
係荒

　
　

捺
美

係藤
本

　
陸

玖
係久

保
　

絢
子

調
査

役
川

村
　

亜
希

準
職

員
濱

中
　

　
武

準
職

員（
主

任
）

長
谷

川
禎

博
準

職
員

福
永

　
将

嗣
準

職
員

白
石

　
　

優

係佐
瀨

奈
緒

美
係工

藤
　

智
紀

畜産指導係 係長（兼）
藤

原
　

　
誠

販
売

係
 係

長
郡

司
　

英
幸

生
乳

係
 係

長
山

下
　

裕
貴

畜
産

課
 課

長
藤

原
　

　
誠

販
売

課
 課

長
小

田
島

雅
信

生
乳

課
 課

長
渡

辺
　

直
人

生
産

部
 部

長
田

渕
　

吉
明

係小
濱

　
菓

歩
係久

末
　

優
瑠

係鈴
木

雅
邑

彩
準

職
員

成
田

　
幸

治

準
職

員（
主

任
）

及
川

　
恵

佑
準

職
員

梶
　

　
紀

之
準

職
員

山
田

　
慎

悟
準

職
員

蜷
川

　
英

樹
準

職
員

對
馬

　
美

加
準

職
員

倉
谷

　
太

輔

準
職

員（
店

長
）

池
田

喜
久

夫
準

職
員（

主
任

）
三

浦
　

靖
男

準
職

員（
主

任
）

田
村

　
　

勝
準

職
員

田
中

　
翔

也
準

職
員

渡
辺

美
由

樹
準

職
員

楠
　

千
恵

子
準

職
員

天
野

真
寿

美

生産資材係 係長（兼）
澁

谷
　

浩
一

燃
油

係
 係

長
田

中
　

幸
夫

生活店舗係 係長（兼）
相

澤
　

幸
司

購
買

課
 課

長
澁

谷
　

浩
一

生活店舗課 課長（兼）
相

澤
　

幸
司

購
買

部
 部

長
相

澤
　

幸
司

係藤
原

　
　

香

係竹
田

　
律

子
係佐

藤
舞

由
花

係佐
藤

　
朋

哉
係千

葉
　

彩
生

係加
藤

　
芽

衣

貯
金

係
 係

長
杉

本
　

瑞
希

共
済

係
 係

長
赤

井
　

寿
成

融
資

係
 係

長（
兼

）
水

谷
　

隆
行

金
融

共
済

部
 部

長
水

谷
　

隆
行

金融共済課 課長（兼）
水

谷
　

隆
行

係齋
藤

　
大

輝
係倉

内
　

結
望

係目
黒

　
佑

摩
係太

田
古

都
子

係木
下

ひ
か

る
係佐

々
木

捺
希

準
職

員
新

谷
　

祐
子

責
任

者（
準

）
安

部
　

紋
香

介
護

員（
準

）
岩

淵
　

洋
子

介
護

員（
準

）
坂

下
富

喜
子

介
護

員（
準

）
吉

田
　

知
世

介
護

員（
準

）
三

浦
　

広
美

経
営

相
談

係
係

長
笹

木
　

悠
佑

係
長

河
合

　
崇

之

営農振興係 係長（兼）
天

野
　

拓
弥

介護事業所 管理者（兼）
天

野
　

拓
弥

経
営

相
談

課
 課

長
土

屋
　

宏
太

営
農

振
興

課
 課

長
天

野
　

拓
弥

営
農

部
 部

長
下

地
　

剛
志

代
表

理
事

組
合

長
望

月
　

英
彦

専
務

理
事

大
山

　
武

永
常

務
理

事
真

部
　

朝
志

副
組

合
長

理
事

原
内

　
　

修

会
長

理
事

西
川

　
寛

稔

監
査

室
室

長
大

内
　

　
毅

総
務

経
済

委
員

会
委

員
長

原
内

　
　

修
委

員
上

田
　

泰
治

監
事

会
代

表
監

事
高

橋
　

真
悟

監
事

兼
松

　
真

武
監

事（
員

外
）

森
　

　
忠

義

営
農

生
産

委
員

会
委

員
長

伊
藤

　
一

吉
委

員
山

崎
　

浩
二

委
員

片
野

　
大

介

組
合

員
総

    会

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

委
員

会

企
画

会
議

理
事

会
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　５月21日㈯安平町早来北海道ホルスタイン共進会場において、
３年ぶりの開幕となる2022年北海道ブラック＆ホワイトショウ
が行われました。
　審査員には北見市で酪農を営まれている上野元一氏が務め各部
ハイレベルな戦いが繰り広げられました。
　根室管内からは11頭が出品され、当同志会からは角田忠嗣さ
ん、山田侑甫さんの２戸５頭が出品されました。当同志会の出
品牛は第１部に山田侑甫さんが出品された「YMD　アリシア　
CVTT　ソロモン　アンブレラ　ET」が30頭近く出品されてい
た第１部育成ジュニアクラス（生後６カ月以上９カ月未満）の中
で６位に入る活躍を見せました。
　そして、グランド・チャンピオンには上士幌町の小椋淳一さん
が出品された「スウイートネス　SID　エンデバー」が輝きました。
　全道クラスのショウは約３年ぶりに行われましたが、各出品者
ともに出品牛をより良い状態で見せようと非常に熱がこもってい
ました。これからもコロナウイルスに負けずに、８月に行われる
根室ホルスタイン共進会において中春別ホルスタインが活躍でき
ることを心からお祈り申し上げます。

中春別乳牛改良同志会出品牛

チャンピオン牛

北海道ブラック＆ホワイトショウ

ハイレベルな戦いがハイレベルな戦いが
繰り広げられました繰り広げられました

№ 部 順位 名    号 生年月日 父牛名号 母牛名号 出品者
1 1 6 YMD アリシア CVTT ソロモン アンブレラ ET R3.10.22 ウオールナツトローン ソロモン ET ミルクソース CVTT アンビシヨン ET 山田　侑甫
2 3 17 ビユーテイガール ハイオク ゴスペル ET R3.3.3 スタントンズ ハイ オクターン ET キングスウエイ エアリフト ゴスリング 角田　忠嗣
3 3 12 マイテイーシニア ビクトリア Mデンバー R3.4.4 ブレンランド デンバー マイテイーシニア ビクトリア マツカチエン 角田　忠嗣
4 5 5 フオーエバーヒル エツセンス ユニクス R2.10.11 クロトー レスペロン ユニクス ET フオーエバーヒル エツセンス ソロモン 角田　忠嗣
5 5 6 フオーエバーヒル ヴオーグ KB ラスト ET R2.11.4 モーニングビユー MCC キングボーイ ET ボーグ ルミネア ラスター ET 角田　忠嗣

部 名    号 生年月日 父牛名号 母牛名号 出品者
グランド・チャンピオン 14 スウイートネス SID エンデバー H28.3.21 パインツリー シド ET スウイートネス ARK ダミオン エポエポ 上士幌町　小椋　淳一
リザーブ・グランド・チャンピオン 10 SJフアーム サイドキツク エクラミネ H30.12.5 ウオールナツトローン サイドキツク ET SJフアーム アツトウツド エリクシール ET 音 更 町　小原　潤哉
シニア・チャンピオン 14 スウイートネス SID エンデバー H28.3.21 パインツリー シド ET スウイートネス ARK ダミオン エポエポ 上士幌町　小椋　淳一
リザーブ・シニア・チャンピオン 13 シーサイド ハード クラツシユ H29.3.10 マーベリツク クラツシユ シーサイド リラ マツカチエン 八 雲 町　佐藤　元彦
インターミディエイト・チャンピオン 10 SJフアーム サイドキツク エクラミネ H30.12.5 ウオールナツトローン サイドキツク ET SJフアーム アツトウツド エリクシール ET 音 更 町　小原　潤哉
リザーブ・インターミディエイト・チャンピオン 10 TMF ステイゴールド ロツクスター ドアマン ナナ H31.3.7 バルビツソン ドアマン ET TMF ステイゴールド ロツクスター ウインド ET 広尾町　㈱エスティリアデイリーサービス
ジュニア・チャンピオン 5 SEA-LAKE ハイロード サイドキツク エレナ 2 ET R2.9.18 ウオールナツトローン サイドキツク ET SEA-LAKE ドアマン エクステ 清 水 町　㈲田中牧場
リザーブ・ジュニア・チャンピオン 5 ローヤルランド ミルキー S キングドツク R2.11.2 ウツドクレスト キングドツク ローヤルランド ミルキー S クラツシユ 大 樹 町　木村　達也
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ホルスタイン
写真コンテスト

　中春別乳牛改良同志会（寺澤佳吾会長）では、毎回好
評であります「ホルスタイン写真コンテスト」を行いま
すので、投票要項に注意してお早めに応募して下さい。

予想投票応募要項

●A ●B

●C ●D

●E ●F

第44回
育成ジュニアクラス
６～９ヶ月未満

１．�同封しています予想投票用紙に６頭の序列
付を行い、その牛の該当記号（Ａ～Ｆ）を
記入して下さい。

２．�全問正解者、また、正解率の高い方に賞品
を贈呈致します。なお、正解者多数の場合
は抽選により決定致します。

３．�住所、氏名、記号は、はっきりわかりやす

く記入し、投票用紙を畜産課（畜産指導係 
❹76-3006）または、授精師にお渡し下
さい。

４．�応募〆切は、８月10日㈬となっておりま
すので期日までに応募して下さい。

５．�序列・講評と全問正解者（当選者）は
2022年９月号で発表致します。
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　本誌４月号の「絵画コンテスト」のご案内から約１ヶ月半の応募期間を経て、５月31日に募集を終了いた
しました。
　昨年に続きたくさんの応募があり、各作品ともに牛やお父さん、お母さんの作業風景をよく見ているなと感
じられる作品が多く序列については当会役員一同非常に悩みました。
　審査の結果、金賞１つ、銀賞２つ、銅賞３つが選出されました。
　なお、受賞されなかった方々の作品も本誌の裏表紙「組合員の広場」で今後掲載させていただきます。

結
果

JA中春別乳牛改良同志会

絵画コンテスト

 金賞  小守なずなさん（14才）　「モウ～イヤ　コロナ」

 銀賞  松崎 心美さん（13才）

「おいしいミルクを飲む子牛」
 銀賞  中島 　楓さん（８才）

「ママがミルクをあげているところ」
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　受賞者、ご応募いただいた全て
の方に図書カード＋ＪＡ中春別ミ
ルク王国利用券をご用意させてい
ただいております。ＪＡ中春別畜
産課までお越しください。

●審査
　６月８日㈬、当会役員からなる審査委員会
を形成し、厳正な審査を行いました。

（�審査にあたり応募された方のお名前は伏せ
て、作品のみで行いました。）

●展示
　ＪＡ中春別正面玄関内に７月19日
㈫～８月31日㈬まで展示いたします。

（�展示後作品の返却をご希望の方はＪ
Ａ中春別畜産課　橋本までご連絡下
さい。）

 銅賞  中島 葵唯さん（５才）

「ぴーちゃんと
おなかの中の赤ちゃん」

 銅賞  野矢 実里さん（６年）　「無題」

 銅賞  髙橋 杏菜さん（11才）　「朝の子牛」
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な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
２
泊
３
日
と
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
作
業
を
通
し

て
、
丁
寧
に
愛
情
を
込
め
て
育
て
ら
れ
て
い

る
の
だ
な
と
感
じ
た
」「
消
費
拡
大
の
た
め

牛
乳
や
牛
肉
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
」
と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
食
卓
に
並
ぶ

牛
乳
・
乳
製
品
や
牛
肉
が
、
ど
の
よ
う
な
場

所
で
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、
援
農
体
験
・

生
産
者
と
の
交
流
を
通
じ
て「
安
心
・
安
全
」

な
食
を
届
け
る
た
め
に
日
々
奮
闘
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
感
じ
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い

ま
す
。

体
験・交
流
を
通
じ
て
、

「
安
心・
安
全
」な
食
の
理
解
を
深
め
る

夢
都
里
路
く
ら
ぶ
援
農
体
験

生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
夢
都
里
路
く
ら
ぶ
援
農
体
験
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
、
６
月
８
日
㈬
～
10
日
㈮
に
生

活
ク
ラ
ブ
生
協
組
合
員
及
び
組
合
員
家
族
３

名
が
㈱
な
か
し
ゅ
ん
べ
つ
未
来
牧
場
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
参
加
者
同
士
の
自
己
紹
介
と
、

３
日
間
の
行
程
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
㈱
な
か
し
ゅ
ん
べ
つ
未
来

牧
場
で
場
内
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

の
３
人
と
も
、
牛
の
大
き
さ
や
充
実
し
た
設

備
に
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
夜
に
は
懇
談
会
を
行
い
、
中
春
別
酪
農
対

策
協
議
会
よ
り
山
崎
会
長
、
中
春
別
農
協
女

性
部
よ
り
南
澤
部
長
、
上
田
副
部
長
、
農
協

よ
り
望
月
組
合
長
、
伊
藤
理
事
、
未
来
牧
場

よ
り
研
修
生
と
職
員
が
参
加
し
、
生
産
者
と

消
費
者
と
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　
２
日
目
は
朝
５
時
か
ら
牛
舎
で
の
酪
農
作

業
が
は
じ
ま
り
、
作
業
内
容
は
ハ
ッ
チ
の
掃

除
、
哺
乳
作
業
、
そ
の
他
に
も
餌
寄
せ
、
搾

乳
作
業
な
ど
を
行
い
、
夕
方
も
同
様
に
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
早
朝
か
ら
の
作
業
に
加
え
、
ホ

ル
雄
牛
の
出
荷
見
学
。
そ
の
後
の
座
学
で
は
、

天
野
営
農
振
興
課
長
よ
り
、
乳
牛
の
扱
い
方

や
生
乳
が
出
る
仕
組
み
、
現
在
の
酪
農
情
勢
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酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
番
草
収
穫
作

業
を
昨
年
よ
り
５
日
遅
い
６
月
21
日
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
早
春
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
肥
料
・

消
化
液
散
布
も
順
調
に
終
了
し
、
昨
年
と
同
様

の
収
穫
時
期
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

に
入
り
低
温
と
曇
天
が
続
い
た
た
め
、
特
に
ク

ロ
ー
バ
ー
の
植
生
が
例
年
よ
り
遅
い
状
況
下
で

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
待
ち
に
待
っ
た
好

天
の
天
気
予
報
が
発
表
さ
れ
、
研
修
生
は
事
前

に
植
生
を
確
認
し
、
一
部
、
組
合
員
の
作
業
応

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
刈
取
り
草
地
を
決
め

作
業
に
入
り
ま
し
た
。
当
牧
場
で
は
、
低
水
分

の
ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
を
収
穫
す
る
た
め
、
中

１
日
の
乾
草
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
今
年
は
好

天
が
長
続
き
し
な
か
っ
た
た
め
、
中
一
日
の
乾

　
共
和
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
６
月
４
日
夏
期
放
牧
牛

２
４
１
頭
の
受
入
れ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝

よ
り
Ｊ
Ａ
職
員
が
申
込
農
家
か
ら
入
牧
牛
を
運
搬
し
、

繋
留
場
所
で
駆
虫
薬
投
与
後
、
授
精
希
望
月
毎
に
色
別

さ
れ
た
ネ
ッ
ク
を
確
認
し
な
が
ら
、
オ
ー
ト
バ
イ
に
て

新
緑
の
放
牧
地
へ
誘
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
良
質
粗
飼
料
を
採
食
す
る
た
め
、

放
牧
地
を
計
画
的
に
草
地
改
良
し
て
お
り
、
10
月
中
旬

の
下
牧
ま
で
、
随
時
植
生
を
確
認
し
な
が
ら
放
牧
地
を

移
動
さ
せ
、
適
期
授
精
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

１
番
牧
草
収
穫
作
業
開
始

良
質
粗
飼
料
の
出
来
に
期
待
す
る

夏
期
放
牧
牛
の
受
入
が
始
ま
る

草
作
業
を
省
略
し
、
１
日
早
い
ロ
ー
ル
パ
ッ
ク

作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
半
の
収
穫
作
業
で
は
、
30
㌶
の
草
地
で
作

業
を
終
え
、
６
月
下
旬
よ
り
７
月
前
半
に
か

け
、
残
り
90
㌶
の
収
穫
作
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
各
自
、
良
質
粗
飼
料
確
保
に
向
け
、
好
天

を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
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６
月
10
日
㈮
、
農
協
ス
タ

ン
ド
横
ガ
レ
ー
ジ
内
で
、
３

年
ぶ
り
に
寄
せ
植
え
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
ハ
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

チ
ャ
ー
リ
ー
の
篠
田
氏
を
招

き
、
花
の
特
徴
や
植
え
方
を

教
わ
り
な
が
ら
講
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
オ
ス
テ
オ
ス

ペ
ル
マ
ム
や
淡
い
色
の
シ
レ

ネ
な
ど
か
わ
い
ら
し
い
花
が

多
く
、
部
員
の
皆
さ
ん
は
悩

み
な
が
ら
花
の
組
み
合
わ
せ

を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
素
敵
な
鉢
を

完
成
さ
せ
、
農
協
前
の
花
壇

に
飾
る
大
き
な
鉢
も
２
つ
作

り
ま
し
た
。
農
協
に
立
ち
寄

る
際
に
は
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

寄せ植え講習会素敵な鉢が完成しました 女性部

活動をピックアップ
　性部女助け合い、支え合い、知恵を出し合い活動

Ｙｏ ｎ ｇ 　ｗｏｍｅｎ' ｓ 　 Ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ

ミルク王国オープンしました！
ぜひお越しください！

10月上旬まで営業期間
AM10：00～PM5：00営業時間

※�悪天候により休業となる場合がございます。
※�諸事情によりオープンが遅れましたこと、お詫び

申し上げます。

別海町の牛乳をふんだんに使ったソフトクリームを販売！
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↑上記いずれかの要件を満たしていれば加入できます。

　組合員の皆さまには、日頃よりJA各事業に格別のご支援、ご協力賜り、厚くお
礼申し上げます。
　これからの地域農業を守り、発展させていくためには農業後継者・女性農業者の
意見が大変重要になってまいります。皆さまの声をJAの事業運営に反映させ、よ
り良いJAづくりに向け正組合員となり、積極的にJA運営に参画くださいますよう
お願い申し上げます。

1ヘクタール以上の土地を耕作する農民で、その耕作する土地または住所が
この組合の地区内にあるもの

出資金額は１口あたり5,000円となります。
※１口からでも加入可能です。

加入に際してのご相談・お問合せについては管理課（TEL：76-2311）、
もしくは経営相談課営農担当までお願い致します。

1年のうち150日以上農業に従事する農民で、その住所がこの組合の地区内
にあるもの

農業を営む法人（その常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、その
資本の額または出資の総額が3億円を超える法人を除く。）であって、その
事務所またはその経営に係る土地がこの組合の地区内にあるもの

1

1

2

3

正組合員資格

出資金基準

農業後継者・女性農業者の皆さま

正組合員になりませんか？
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営農対策情報
根室農業改良普及センター 哺乳ロボット利用での哺乳ロボット利用での

衛生管理のポイント衛生管理のポイント

表１　各哺乳型の注意すべきポイント

表２　管理のポイント

哺乳期の管理を向上させて優良な後継牛を確保しましょう。

　哺乳ロボットは、集団哺乳型が主流でしたが、近年は個体別哺乳型を導入する農場も増えています。そ
れぞれの使用上の注意点は下記の通りです。

 １　哺乳ロボットの管理方式の違いによる注意点 １　哺乳ロボットの管理方式の違いによる注意点

 ２　気をつけておきたい衛生管理 ２　気をつけておきたい衛生管理

　哺乳作業の省力化や多回哺乳による発育の向上を目的に哺乳ロボットの活用が増えています。気温と湿
度が高くなるこの季節。いつもよりも以下の点をご注意ください。

　夏は飲水量アップ、細菌の増殖増加、分娩頭数増加などの季節です。とりわけ、哺乳ロボットのメンテ
ナンスと牛床の衛生管理が重要です。

集団哺乳型 個体別哺乳型

哺乳ロボットのミルク調整と飲み口を清潔に 牛床・ペンをクリーン＆ドライに

方　式 管理方法

哺乳牛同士の接触による伝染性疾患のリスクが高まる 日々の健康観察、早期発見早期対処
弱い牛がドリンクステーションで押し出される可能性 飲めない牛への補助や群分けが必要

個体別哺乳型 個体ペンでの管理 ロボットが移動するため、哺乳時間が限定される 飲めない牛への補助が必要

1ペンで複数頭管理

衛生面での注意点 対　　　策

集団哺乳型

分　　類 状　　　態

代用乳の吐き出し口に粉が溜まっていませんか？
飲み口やその周辺はキレイですか？
ミルクの温度は適正ですか？

湿度の高い時期はこまめな清掃で代用乳を適量に
自動洗浄されない部分の洗浄で清潔な状態に
定期的に設定温度の確認が必要です

敷料の量や換気は確保されていますか？
きれいな水やスターターは給与されていますか？

日々の牛床の清掃、充分な敷料ときれいな空気の空間に
発育を良好にするためには、適切な管理が必要です

ポ イ ン ト

哺乳ロボット

牛床・ペン
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中
春
別
小
学
校
で
は
、
６
月
６
日

㈪
に
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
今
学
期
、

初
め
て
全
校
児
童
全
員
が
そ
ろ
っ
て

の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
体
操
の
後
、
エ
ー
ル
交
換
が
行
わ

れ
紅
組
・
白
組
そ
れ
ぞ
れ
の
団
長
の

合
図
で
お
互
い
を
鼓
舞
し
運
動
会
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
徒
競
走
や
紅
白
大
玉
転
が
し
、
玉

入
れ
、
リ
レ
ー
と
個
人
競
技
も
団
体

競
技
も
力
を
合
わ
せ
て
、
仲
間
と
楽

し
み
な
が
ら
全
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

走
る
児
童
た
ち
。

　
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
２
０
２
２
で

は
高
学
年
が
迫
力
あ
る
演
舞
を
披
露

し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
紅
組
の
勝
利
と
な
り
ま
し

た
が
、
全
校
児
童
が
一
丸
と
な
り
、

思
い
出
に
残
る
運
動
会
に
な
り
ま
し

た
。

力
を
合
わ
せ
、

力
を
合
わ
せ
、

勝
利
を
つ
か
め

勝
利
を
つ
か
め
中
春
っ
子

中
春
っ
子
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中 春 別小 学 校運動会
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2022（令和４）年７月号

●【専攻科】乳牛管理学～外部講師講義――
　５月25日㈬別海町内在住の開業獣医師の大塚優
磨 様を講師にお招きし、子牛の発育のメカニズム、
子牛の哺育技術や基本的な
管理方法について講義をし
ていただきました。講義終
了後も、学生が日々の仕事
で抱えている疑問に、一つ
ひとつ丁寧に応えていただ
きました。学生からは「とても熱い講義でした。仕
事だけでなく人生に対する姿勢においても、正しい
判断基準を持ちながら生きていくことの大切さを学
びました。大変有意義な時間でした。」という感想
がありました。
●【専攻科】研究活動計画発表会―――――
　学生が日々の作業の中で持った疑問や問題点を解
決するため、テーマを決め研究に取り組んでいます。
５月27日㈮今年度の研究についての計画を発表し
ました。研究テーマをご紹介します。

「子牛の飼育改善」、「PAGs検査を用いた妊娠鑑定
～不受胎確認と多胎の発見～」、「哺乳期における対
応について」、「草地更新による耕起作業のない除草
剤とその費用対効果」、「疾病の現状と改善につい
て」、「経産牛の繁殖成績向上」、「我が家の経営実態
調査」、「酪農家の特徴と理想の飼養形態」の以上８
つのテーマで、11月まで研究を進めていきます。
　今後の発表会の日程は、
研究活動中間発表会を９月
14日㈬、研究活動発表会
を２月８日㈬にそれぞれ予
定しています。是非来校さ
れ皆様方よりご批評をいた
だきたく存じます。よろし
くお願いいたします。
●【専攻科】第１回「特別教育活動」――――
　５月30日㈪に特別教育活動を実施しました。学
生間の交流を深めることを目的に開催しており、午
前はパークゴルフを、午後
は食事会をおこないました。
パークゴルフが初めての学
生もいましたが、晴れた空
の下楽しそうにゲームをし
て心身共にリフレッシュし
た様子でした。
●【専攻科】「専攻科説明会」―――――――
　８月４日㈮令和５年度入学希望者対象に説明会を
行います。年齢制限はございませんので、たくさん
の皆様のご参加をお待ちしております。また、いつ
でも見学等対応いたしますのでお気軽にお問い合わ
せご連絡ください。

7 月
号

●【酪農経営科】幼稚園・保育園との連携― ―
　新型コロナウイル感
染症の影響でここ数年
行うことができずにい
た、くるみ幼稚園との
連携事業が復活、今年
新たに別海保育園との
連携もはじまりました。
　５月11日㈬に別海
保育園の園児10名と
３年生、17日㈫にく
るみ幼稚園の園児13
名と１年生がジャガ
イモの定植、６月９日
㈭に別海保育園の園児
10名と３年生がニン
ジンの播種を行いまし
た。
　今年度は、新たな取
組として、生徒が先生
役を務め、作業内容や
注意点を園児に工夫し
ながら説明し、作業を
おこないました。
　ニンジンの播種で先生役を務めた、３年生の小守
梓さん（中春別中出身）は、「初めて先生役を務め
ることになり、園児達にわかりやすく伝えることが
できるか不安でしたが、説明に元気に返事をしてく
れ、また一緒に作業することができて良かったで
す。」と感想を述べてくれました。
　今回の連携事業で植えた野菜の収穫は９月頃を予
定しています。
●【酪農経営科】上春別中学校との連携事業―
　６月６日㈪に１回目の
上春別中学校との連携事
業が行われました。
　天気にも恵まれ、上春
別中学校の２年生10名
と１年生７名が交流を行
いながら、カボチャの定
植をおこないました。
　今後は、収穫時期に、
成長過程や管理方法、収
穫・貯蔵方法について学
習していくことになって
います。

別海高校代表電話：0153-75-2053

園児に説明している様子
大塚優磨獣医師の講義

作業の様子

研究活動発表会

作業の様子 パークゴルフの様子

作業の様子
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　牛魂祭及び農作業
安全祈願祭が、６月
14日㈫に牛魂之碑
前で行われました。
　これから一番草・
二番草の収穫作業と
忙しい時期となりま
すので、農作業事故には十分に注意が必要です。
声をかけあい安全確認を徹底し、熱中症や体調
不良を起こさないよう、こまめに休憩や水分・
栄養補給をして作業にあたりましょう。

　６月25日㈯別海町主催による植樹祭が、別海ふるさとの森にて開催されました。
　当日は天候に恵まれ、気温が高い中での作業となりました。当農協からは役員・職員が参加し、
地域の人たちと額に汗を浮かべながら協力して700本のアカエゾマツを植えました。

大
気
と
森
と

川
と
海
は
ひ
と
つ

安全と体調に留意し、
作業にあたりましょう

別
海
町

植
樹
祭

　
こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
６

月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
退
職
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は

至
ら
な
い
ば
か
り
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
１
年
間
で
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

短
い
期
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
崎
　
陽
平

退職のご挨拶

2023年度

学生
募集

科　訓

酪理実践

申込み・資料請求・お問合わせ
北海道別海高等学校農業特別専攻科
〒086-0214 北海道野付郡別海町別海緑町70-1
TEL：0153-75-2053
HP：http://www.bekkai.hokkaido-c.ed.jp
E-mail：bekkai-z4@hokkaido-c.ed.jp

日時：令和４年８月４日㈭ 10:30～12:00
場所：専攻科ゼミ研究室
内容：①専攻科とは（役割・学費・取得可能資格など）
　　　②�授業内容について（科目や視察研修・研究活動について）
　　　③給付金の説明や施設見学など

北海道別海高等学校
農業特別専攻科説明会

■専攻科内容
登校時間：10:35
下校時間：14:35
登 校 日：月・水・金

（登校日数最大年間142日）
町内外視察・専門家外部講師による講義多数

・�海外研修（ニュージーランド）
が履修出来ます（２年次選考含）

・�農業次世代人材投資資金（準備
型）制度対象校（再審査）１年
間150万円

　合計300万円給付
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生乳汚染事故を無くそう！

良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下
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100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

94.8%94.8% 99.6%99.6%
85.4%85.4% 80.4%80.4%

90.7%90.7% 99.2%99.2%

99.7%99.7% 99.5%99.5% 95.8%95.8% 94.5%94.5%
84.6%84.6% 79.5%79.5%

86.6%86.6% 76.5%76.5%
95.3%95.3%

84.9%84.9% 93.1%93.1%

91.2%91.2% 88.2%88.2% 91.6%91.6% 90.3%90.3%

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.0% 0.0% 1.1% 0.3% 0.2% 0.0%
1.9% 0.0% 5.6% 1.8% 1.3% 0.0%
3.3% 0.4% 7.9% 17.5% 7.8% 0.8%

94.8% 99.6% 85.4% 80.4% 90.7% 99.2%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.2% 0.2% 0.0% 0.3% 0.6%
0.0% 0.0% 0.6% 1.3% 3.1% 4.1%
0.3% 0.3% 3.4% 4.2% 12.0% 15.8%

99.7% 99.5% 95.8% 94.5% 84.6% 79.5%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.4% 1.6% 0.0% 0.1% 0.1%
2.0% 2.9% 0.7% 2.8% 0.9%

11.0% 19.0% 4.0% 12.2% 5.9%
86.6% 76.5% 95.3% 84.9% 93.1%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.3% 0.3% 0.3% 0.3%
2.0% 1.8% 1.6% 1.8%
6.5% 9.7% 6.5% 7.6%

91.2% 88.2% 91.6% 90.3%

中春別地区毎日体細胞（４～６月） 令和４年度地区集計（４～６月）

豊原地区毎日体細胞（４～６月）

人も牛も人も牛も
体調管理と体調管理と

暑熱対策を!!暑熱対策を!!

美原地区毎日体細胞（４～６月）

令和４年６月30日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0 件 2 件

生菌による汚染事故 0 件 0 件

異物混入、加水、血
乳による汚染事故 0 件 1 件
異臭、異常風味による
汚染事故 0 件 0 件
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５月乳質乳価一覧表 ５月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 944.816 37.70 37.43 0.27
無 脂 乳 固 形 分 597.188 52.63 52.57 0.06
生 産 者 補 給 金 6.6440 6.64 6.57 0.07
集 送 乳 調 整 金 2.0833 2.08 2.06 0.02
補 給 金 合 計 8.7273 8.72 8.63 0.09

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 2 348,567,957.0

3.77 3.77 0.00

ランク2 0 12,766,592.5
ランク3 -3 283,277.7

体細胞数
ランク1 2 328,702,379.5
ランク2 1 16,846,836.3
ランク3 -2 3,852,681.0

合　　　　　計 102.82 102.40 0.42

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 37円70銭
無 脂 乳 固 形 分 ② 52円63銭
生 産 者 補 給 金 ③ 6円64銭
集 送 乳 調 整 金 ④ 2円08銭

脂 肪 率
全道 3.99％
農協 4.11％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.81％
農協 8.75％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 99円05銭
農協 99円82銭

乳質乳価⑥
全道 3円77銭
農協 3円73銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 102円82銭
農協 103円55銭
差異 0円73銭

 議　　案 
１　代表理事組合長の選任について
２　会長理事の選任について
３　副組合長理事の選任について

第４回 理事会の動き 令和４年６月３日㈮

第５回 理事会の動き 令和４年６月14日㈫

 報告事項 
１　�組合員の加入について
２　組合員の脱退について
３　職員の退職について
４　人事発令について
５　役員会議日当の設定について
６　令和４年度役員体制及び役割分担について
７　�緊急事態発生対策・火災発生対策機構図の
変更について

８　第24回「宵の市」の中止について
９　子会社の固定資産取得状況について
10　�総体的なリスク量管理および事業量・リス
ク・資本のバランス確認の報告について

11　�要改善ＪＡ要綱・ＪＡバンク基本方針に基
づく「経営管理資料」のうち全中および農
林中金が定める事項について

12　�ＪＡバンク基本方針に基づく「体制整備モ
ニタリング報告」について

４　専務理事・常務理事の選任について
５　役員構成及び理事の順位について
６　退任理事に対する退職慰労金の支給について

13　令和４年度５月末営農関連実績について
14　固定資産の取得について

 議　　案 
１　�令和４年度理事報酬額の配分並びに支給方
法について

２　�令和３年度事業版ディスクロージャー誌に
よる開示について

３　�北海道常例検査に伴う指摘事項改善状況等
の回答について

４　令和４年肥料年度推進要領（案）について
５　�令和４営農年度財産造成に伴う資金の貸付
について

６　�令和４営農年度特定指導組合員担当理事
（案）について

 協議事項 
１　�役員研修の実施について
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組合員の広場組合員の広場
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7
Vol.534

今
月
号
の
組
合
員
の
広
場
は
『
宮
西
理
絵
』
さ
ん
の

写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
広
場
で
は
、
習
字
や
俳
句
、
短
歌
、
絵
画
、
写
真
な
ど

多
数
の
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

営
農
振
興
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作品名：「つがいのタンチョウヅル」

作品名：「エゾフクロウ」

　この度人事異動により、広報誌の担当を離れることとなりました。
　はじめは記事の書き方もカメラの使い方もわからず、毎月試行錯誤しながら
約３年担当させていただきました。幼いころから読んでいた広報誌に携わるこ
とができ、とても楽しかったです。
　組合員の皆様・関係機関の皆様におかれましては、誌面作成にご協力いただ
き誠にありがとうございました。
　今後も広報『なかしゅんべつ』のご愛読のほどよろしくお願いします。〔原内〕


